
城城
野野
静静
軒軒
書書
「「
龍龍
驤驤
丸丸
」」
にに
つつ
いい
てて

木
山
貴
満

はは
じじ
めめ
にに

城
野
静
軒
筆
の
書「
龍
驤
丸
」は
、一
般
財
団
法
人
熊
本
城
顕
彰
会
の
所
蔵

品
で
、
熊
本
博
物
館
（
以
下
、
当
館
）
へ
と
寄
託
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
縦

一
七
〇
㎝
、
横
一
六
〇
㎝
と
い
う
比
較
的
大
型
の
額
装
資
料
で
、
熊
本
城
天
守

閣
内
展
示
室
へ
の
入
り
口（
小
天
守
一
階
階
段
裏
）に
、長
年
に
わ
た
っ
て
展
示

さ
れ
て
い
た
１
。
周
知
の
通
り
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
熊
本
地
震
に
よ

っ
て
天
守
閣
２
は
屋
根
瓦
や
土
台
石
垣
な
ど
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し

ま
っ
た
が
、
当
該
作
品
は
小
天
守
階
段
周
り
の
壁
に
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
て

い
た
た
め
、
幸
い
に
も
落
下
被
害
な
ど
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

平
成
二
十
九
年（
二
〇
一
七
）、復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
天
守
閣
か
ら
、

当
該
資
料
を
撤
収
。作
品
法
量
・
重
量
と
も
に
大
き
か
っ
た
た
め
、搬
出
に
あ
た

っ
て
は
ク
レ
ー
ン
車
を
使
用
し
た
。
そ
の
後
は
他
の
熊
本
城
顕
彰
会
寄
託
資
料

と
と
も
に
、
熊
本
博
物
館
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
。

当
館
で
は
熊
本
地
震
か
ら
五
年
が
経
過
す
る
の
を
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
企

画
展「
震
災
を
ふ
り
か
え
る
大
地
と
モ
ノ
が
語
る
熊
本
地
震
」を
、令
和
三
年

（
二
〇
二
一
）
三
月
二
〇
日
か
ら
同
年
五
月
九
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
開
催
し

た
。
当
該
資
料
も
天
守
閣
か
ら
の
資
料
撤
収
を
物
語
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
、

当
該
企
画
展
に
出
品
。
出
品
準
備
の
た
め
の
資
料
調
査
と
し
て
、
城
野
静
軒
書

「
龍
驤
丸
」
に
記
さ
れ
て
い
る
詞
書
の
翻
刻
を
行
っ
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
天

守
閣
に
展
示
さ
れ
て
き
た
当
該
資
料
だ
が
、
管
見
の
限
り
こ
の
詞
書
に
つ
い
て

は
未
だ
紹
介
が
な
い
。
肥
後
藩
３
が
幕
末
維
新
期
に
購
入
し
た
軍
艦
・
龍
驤
は
、

肥
後
へ
の
廻
航
後
す
ぐ
に
明
治
新
政
府
へ
と
献
上
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
静
軒
の

書
跡
は
数
少
な
い
関
係
資
料
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
稿
は
当
該

詞
書
の
翻
刻
に
よ
り
、城
野
静
軒
が
書
跡「
龍
驤
丸
」を
作
成
す
る
に
い
た
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
肥
後
藩
軍
艦
龍
驤
の
建
造
に
ま
つ
わ
る
一
挿
話

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

書書
家家
・・
城城
野野
静静
軒軒
にに
つつ
いい
てて

ま
ず
、当
該
作
品
を
揮
毫
し
た
城
野
静
軒
に
つ
い
て
、『
肥
後
先
哲
遺
蹟
後
編
』

４
の
記
述
を
参
照
し
て
お
き
た
い
。

城
野
静
軒

名
は
充
通
、
字
は
礼
卿
、
通
称
弥
三
次
、
静
軒
と
号
す
、
菊
池
の
人
、
書
法

に
精
し
、初
雪
山
を
学
ひ
、中
比
徴
明
を
喜
ひ
、終
右
軍
に
刻
苦
す
、留
守

居
中
小
姓
に
擢
ん
て
ら
る
、明
治
六
年
八
月
二
日
没
す
、年
七
十
四
、菊
池

郡
隈
府
西
照
寺
に
葬
る

同
書
所
収
の
静
軒
墓
碑
銘
（
木
下
真
弘
５
に
よ
る
撰
文
）
な
ど
に
よ
る
と
、
静

軒
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
生
ま
れ
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
は
父

の
寸
志
に
よ
り
諸
役
人
段
に
召
し
出
さ
れ
、
名
を
弥
三
次
と
改
め
た
（
本
稿
で

は
便
宜
上
、
静
軒
で
表
記
統
一
）。
静
軒
は
幼
年
よ
り
学
問
を
好
み
、
特
に
書
法

を
善
く
し
た
と
い
う
。
初
め
は
北
島
雪
山
（
近
世
初
期
、
細
川
氏
に
仕
え
た
書

家
・
陽
明
学
者
）
の
書
法
を
学
び
、
長
じ
て
文
徴
明
（
明
代
中
期
の
文
人
）、
さ
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ら
に
壮
年
期
以
降
は
王
義
之（
東
晋
の
書
家
）の
書
法
に
学
ん
だ
。家
業
は
商
家

だ
っ
た
が
、商
売
は
家
人
に
任
せ
、静
軒
自
身
は
書
に
打
ち
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。

静
軒
は
義
侠
心
に
富
ん
だ
人
物
だ
っ
た
よ
う
で
、
隣
村
な
ど
に
窮
乏
す
る
者
が

あ
れ
ば
、
こ
れ
を
援
助
し
た
と
い
う
６
。
静
軒
は
特
に
武
芸
も
好
ん
だ
こ
と
で
知

ら
れ
７
、余
暇
の
折
に
は
揮
毫
の
他
に
も
武
技
を
子
弟
や
同
郷
の
人
び
と
に
授
け

た
。
晩
年
に
は
そ
の
技
量
が
藩
政
府
に
褒
賞
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
御
留
守

居
御
中
小
姓
列
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。

静
軒
は
多
く
の
書
跡
・
著
書
を
遺
し
た
と
さ
れ
る
８
が
、
そ
の
全
貌
は
現
在
明

ら
か
で
な
い
。
菊
池
出
身
の
文
人
と
し
て
そ
の
名
は
か
ね
て
よ
り
知
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
未
だ
研
究
・
検
証
の
余
地
が
多
い
人
物
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
、当
館
に
は
静
軒
が
三
〇
年
近
く
に
亘
っ
て
記
し
た
日
記「
静
軒
日
録
」

の
ほ
か
、
書
跡
・
書
状
な
ど
城
野
静
軒
関
係
資
料
が
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
９
。

軍軍
艦艦
「「
龍龍
驤驤
」」
にに
つつ
いい
てて

次
に
、
肥
後
藩
が
購
入
し
た
軍
艦
「
龍
驤
」
の
概
要
に
つ
い
て
、『
新
熊
本
市

史
』
な
ど
の
成
果
を
も
と
に
ま
と
め
て
お
く
。

「
龍
驤
」は
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）に
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
を
通
じ
て
英

国
へ
発
注
・
新
造
さ
れ
た
、
木
製
鉄
帯
・
内
輪
式
・
排
水
量
二
，
五
〇
〇
ト
ン
超

の
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
で
あ
る
。「
龍
驤
」
製
造
交
渉
に
は
軍
艦
総
奉
行
と
い
う
役
職

の
溝
口
貞さ

だ
幹と

も（
家
老
溝
口
孤
雲
の
長
男
）が
あ
た
り
、大
田
黒
権
作
が
こ
れ
を
補

佐
し
た
。発
注
に
あ
た
っ
て
は
二
十
七
万
両（
三
十
六
万
ド
ル
）も
の
巨
費
が
投

じ
ら
れ
た
と
さ
れ
、そ
の
費
用
捻
出
・
支
払
い
に
肥
後
藩
は
苦
慮
す
る
こ
と
と

な
る
。

維
新
変
動
の
影
響
に
よ
り
、建
造
工
事
は
一
時
中
断
。竣
工
が
遅
れ
た
た
め
、

肥
後
藩
へ
の
引
き
渡
し
は
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）一
月
と
な
っ
た
。長
崎
へ
と

廻
航
し
た
同
艦
に
肥
後
藩
乗
組
員
が
乗
艦
し
、翌
月
に
は
試
運
転
を
挙
行
す
る
。

同
年
三
月
二
十
一
日
に
は
長
崎
を
発
し
て
熊
本
へ
向
か
い
、
小
島
沖
に
投
錨

し
た
。し
か
し
、早
く
も
四
月
一
日
に
は
明
治
新
政
府
へ
の「
献
納
」の
た
め
、

護
久（
当
時
の
藩
知
事
細
川
韶
邦
の
弟
）が
乗
艦
の
う
え
、再
度
長
崎
へ
赴
い
て

い
る
。
こ
の
た
め
、「
肥
後
藩
購
入
の
軍
艦
」
と
し
て
龍
驤
が
肥
後
に
滞
在
し
た

の
は
、
極
め
て
僅
か
な
期
間
で
あ
っ
た
。

四
月
十
二
日
に
は
藩
知
事
韶
邦
の
名
で
「
当
藩
は
維
新
後
何
ら
の
功
績
も
な

く
、誠
に
恐
れ
多
い
こ
と
で
す
。せ
め
て
海
軍
発
展
の
一
端
を
担
い
、皇
室
の
不

足
を
補
い
た
い
」と
の
理
由
に
よ
り
、政
府
へ
の
献
納
を
願
い
出
た
。そ
の
後
、

兵
部
省
か
ら
の
肥
後
藩
乗
組
員「
御
雇
」の
口
達
を
経
て
、五
月
八
日
に
は
献
納

手
続
き
を
終
え
て
い
る
。献
納
時
の
乗
組
将
校
は
、館
長
牛
島
五
一
郎
、副
長
緒

方
十
右
衛
門
、
航
海
長
成
松
明
賢
、
機
関
長
竹
内
才
記
な
ど
で
あ
っ
た
。

献
納
さ
れ
た
龍
驤
は
明
治
天
皇
の「
御
召
艦
」と
な
り
、
明
治
五
年（
一
八
七

二
）に
行
わ
れ
た
西
国
巡
幸
の
際
に
は
同
艦
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、明
治

十
年
（
一
八
七
七
）
の
西
南
戦
争
時
に
は
海
軍
所
轄
の
主
力
艦
と
し
て
使
用
さ

れ
、熊
本
沖
で
薩
軍
の
軍
船
を
破
壊
す
る
働
き
を
見
せ
た
。一
方
で
、河
内
村

沿
岸
へ
の
火
箭
攻
撃
に
も
こ
の
龍
驤
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
の
発
注

主
で
あ
っ
た
熊
本
の
地
に
と
っ
て
は
や
や
皮
肉
め
い
た
結
果
と
も
な
っ
た
。
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城城
野野
静静
軒軒
書書
「「
龍龍
驤驤
」」
翻翻
刻刻

前
節
で
記
し
た
通
り
、
龍
驤
は
慶
応
二
年
に
グ
ラ
バ
ー
商
会
を
通
じ
て
英
国

へ
発
注
さ
れ
た
。本
稿
で
主
題
と
す
る
城
野
静
軒
書
蹟「
龍
驤
」は
、肥
後
藩
の

発
注
後
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。当
該
資
料
の
全
容
に
つ
い
て
は【
全
体
図
】

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

真
・
草
二
流
（
楷
書
・
草
書
）
の
筆
で
「
龍
驤
丸
」
を
上
下
二
段
に
大
書
し
、

そ
の
余
白
に
詞
書
上
下
二
篇
を
細
筆
で
書
き
込
む
。詞
書
部
分
に
つ
い
て
は【
上

段
①
～
④
】・【
下
段
①
～
③
】
を
掲
げ
て
お
く
。

【全体図】

【上段①】

（ ）
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【上段②】

【上段③】

（ ）
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【下段①】

【下段②】
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詞
書
の
翻
刻
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

※
翻
刻
文
に
つ
い
て
は
句
読
点
を
付
し
、判
読
の
便
宜
上
、原
文
改
行
を

省
略
し
た
。た
だ
し
、改
行
箇
所
は「
／
」を
用
い
て
示
し
た
。「
」

は
割
注
書
、（
）
は
原
文
摩
耗
に
よ
り
判
読
困
難
箇
所
を
示
し
、
前

後
文
脈
か
ら
推
測
さ
れ
る
字
句
を
（
）
内
に
記
し
た
。

【
詞
書
上
段
】

戊
辰
の
秋
／
、
佐
々
木
鯨
川
君
／
「
三
家
御
家
老
職
元
有
吉
将
監
君
、
今

佐
々
木
與
太
郎
君
と
改
ら
る
」、
毛
国
游
洛
之
節
／
、
予
も
誘
掖
之
御
／
使

者
到
来
後
、陪
遊
い
た
し
／
閑
話
の
序
ニ
龍
驤
丸
之
／
御
船
銘
、其
元
揮
灑

い
た
し
／
た
る
を
御
取
用
あ
り
て
、
最
早
／
異
国
へ
御
遣
し
ニ
成
た
り
と

云
々
／
、予
答
て
曰
、右
ハ
／
福
田
俊
蔵
の
書
／
を
御
取
用
あ
り
た
る
由
／

伝
承
す
、如
何
／
、鯨
川
君
答
て
云
／
、上
よ
り
仰
な
ら
れ
た
る
書
家
ハ
／

其
元
一
人
ニ
而
候
処
、
諸
役
間
よ
り
／
思
ひ
ゝ
ゝ
是
ニ
も
書
せ
見
る
へ
し

な
と
／
あ
り
て
、都
合
十
四
五
輩
ニ
も
認
さ
せ
／
た
る
内
、何
某
々
々
の
書

と
申
事
ハ
覚
へ
／
ね
と
、
四
枚
を
同
席
／
集
会
の
坐
ニ
撰
み
／
申
へ
し
と

持
出
、其
中
ニ
／
静
軒
認
た
る
一
枚
あ
り
／
、此
に
ハ
手
前
幼
年
よ
り
／
今

ニ
至
り
習
ひ
し
故
、
遠
／
慮
す
へ
し
、
其
撰
ニ
ハ
／
加
ハ
り
難
し
と
云
々

／
、左
や
ふ
な
ら
ハ
入
札
／
な
ら
ハ
憚
る
事
も
な
か
／
る
へ
し
と
、既
ニ
入

札
ニ
／
其
元
の
書
を
撰
出
／
せ
り
と
初
て
其
事
／
分
明
い
た
し
、
愈
冬
／

其
御
軍
艦
成
就
、長
崎
へ
／
来
着
、当
春
長
洲
沖
へ
／
入
来
、或
ル
人
両
三

輩
拝
見
／
い
た
し
た
る
譚
ニ
、丸
と
云
字
ハ
／
省
き
、龍
驤
乃
二
字
草
禮
／

【下段③】
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等
敷
大
ニ
作
り
授
た
る
に
て
／
も
あ
る
を
、
唐
字
模
様
の
欽
ニ
似
て
字
の

形
の
や
ふ
に
ハ
見
へ
／
か
た
し
と
伝
承
す
／
、
異
人
横
文
字
の
／
彫
刻
に

て
定
而
彫
／
崩
た
る
な
る
へ
し
、後
悔
／
す
と
も
何
そ
及
ん
、後
の
人
／
予

か
書
と
／
云
触
さ
ん
事
／
遺
憾
の
事
な
り
、予
か
字
様
／
承
知
の
た
め
、其

内
事
を
こ
ゝ
に
記
す
と
爾
理

明
治
庚
午
十
月
廿
一
日
書七

十
一
翁
静
軒
居
士
」

【
詞
書
下
段
】

慶
応
丁
卯
二
月
廿
日
英
吉
／
利
国
ニ
御
注
文
ニ
相
成
候
御
／
軍
艦
龍
驤
丸

と
御
船
銘
／
彫
刻
被
仰
付
候
間
、
雛
形
之
／
通
真
草
壱
枚
宛
蘇
帋
一
枚
ニ

／
至
急
ニ
認
方
被
仰
付
候
条
、
尤
出
／
来
之
上
御
奉
行
所
へ
差
出
へ
き
／

と
御
達
到
来
之
後
、真
艸
四
／
枚
を
揮
ひ
、其
中
少
し
優
れ
た
る
／
と
お
も

ふ
二
枚
を
差
出
し
、
御
取
／
捨
如
何
分
り
か
ね
し
に
実
は
／
右
田
喜
十
郎

出
府
あ
り
し
折
／
、溝
口
大
夫
孤
雲
君
議
候
御
／
譚
の
う
ち
、先
日
御
軍
艦

を
／
異
国
へ
御
注
文
ニ
成
り
、
其
御
／
船
銘
龍
驤
丸
の
三
字
を
／
諸
役
間

よ
り
思
ひ
ゝ
ゝ
若
人
ニ
／
認
め
さ
せ
差
出
た
る
中
ニ
、
其
元
／
実
兄
静
軒

し
た
た
め
た
る
／
一
枚
を
御
取
用
あ
り
て
／
最
早
英
吉
利
国
へ
御
遣
ニ
／

（
な
り
）た
る
と
の
こ
と
を
喜
十
郎
／
帰
り
て
物
語
り
、は
し
め
／
て
分
明

い
た
し
、此
二
枚
ハ
／
揮
灑
い
た
し
た
る
時
の
草
／
稿
を
見
出
せ
し
ゆ
へ
、

時
勢
／
と
ハ
ゐ
ゝ
な
か
ら
御
軍
艦
／
を
異
国
へ
御
注
文
ニ
な
り
／
其
価
金

廿
八
万
両
と
歟
／
伝
へ
承
り
奉
る
、
前
代
／
未
聞
の
珍
事
な
れ
は
／
其
あ

ら
ま
し
を
語
り
て
／
子
孫
に
伝
ふ
、
子
孫
／
保
護
し
て
喪
ふ
勿
れ

同
し
と
し
の
八
月

上
浣
議

六
十
八
叟

静
軒
居
士
城
野
充
迪

詞
書
上
下
段
の
奥
書
を
一
見
す
る
と
、
下
段
の
詞
書
が
当
該
資
料
本
文
「
龍

驤
丸
」の
揮
毫
に
際
し
て
当
初
記
さ
れ
た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。そ
し
て
、上

段
の
詞
書
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
龍
驤
艦
が
熊
本
藩
へ
と
引
き
渡
さ
れ
た

後
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。し
か
し
、当
該
資
料
の
作
成
過
程
は
、や

や
複
雑
で
あ
る
。と
も
あ
れ
、日
付
の
順
を
追
っ
て
ま
ず
は【
詞
書
下
段
】か
ら

そ
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

「
慶
応
丁
卯
二
月
廿
日
」
、
イ
ギ
リ
ス
国
へ
注
文
さ
れ
た
軍
艦
の
艦
名
「
龍

驤
丸
」
が
彫
刻
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
雛
形
に
合
わ
せ
て
「
真
草
」（
楷
書
体
と

草
書
体
）
一
枚
ず
つ
揮
毫
す
る
こ
と
が
令
さ
れ
た
。
完
成
し
た
も
の
は
御
奉
行

所
へ
提
出
す
る
よ
う
に
、と
の
御
達
を
う
け
、静
軒
は
四
枚
を
揮
毫
す
る
。そ
の

な
か
か
ら
優
れ
た
二
枚
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
採
否
に
つ
い
て
は
そ
の
後
何
も

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
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静
軒
の
弟
・
右
田
喜
十
郎
が
熊
本
へ
出
た
折
、家
老
溝
口
孤
雲
と
の
会
談
の

な
か
で
、「
先
日
異
国
へ
注
文
と
な
っ
た
御
軍
艦
船
銘
「
龍
驤
丸
」
の
三
字
に
つ

い
て
、諸
役
間
の
若
い
人
々
が
揮
毫
し
て
提
出
し
た
が
、そ
な
た
の
実
兄
・
静
軒

が
認
め
た
一
枚
が
採
用
さ
れ
て
、す
で
に
イ
ギ
リ
ス
国
へ
お
送
り
に
な
ら
れ
た
」

と
い
う
旨
が
語
ら
れ
た
。

喜
十
郎
が
帰
っ
て
こ
れ
を
伝
え
た
こ
と
で
、
静
軒
は
自
身
の
書
が
採
用
さ
れ

た
こ
と
を
初
め
て
知
る
事
と
な
っ
た
。軍
艦
を
イ
ギ
リ
ス
国
と
い
う「
異
国
」へ

ご
注
文
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
価
格
が
二
十
七
～
八
万
両
と
い
う
莫
大
な
も
の

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、静
軒
は
こ
の
一
件
を「
前
代
未
聞
の
珍
事
」と
評
し
て
い

る
。
恐
ら
く
静
軒
の
書
が
船
銘
に
選
出
さ
れ
た
嬉
し
さ
や
誇
ら
し
さ
も
、
こ
の

「
珍
事
」
と
い
う
一
語
の
中
に
表
れ
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
。
静
軒
は
こ
う

し
た
経
緯
を
こ
の
【
詞
書
下
段
】
と
し
て
ま
と
め
、
子
孫
に
対
し
て
は
「（
こ
の

経
緯
を
）守
り
伝
え
て
失
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
」と
戒
め
て
い
る
。奥
書
が
記

す
と
こ
ろ
で
は
、
以
上
の
経
緯
を
認
め
た
の
が
静
軒
六
十
八
歳
の
年
と
な
っ
て

い
る
。

次
に
【
詞
書
上
段
】
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

「
戊
辰
の
秋
」（
明
治
元
年
）、
佐
々
木
鯨
川
（
与
太
郎
。
旧
名
有
吉
将
監
。

以
下
、本
稿
で
は
鯨
川
と
表
記
）が「
毛
国
」（
下
総
国
ヵ
）へ
出
か
け
る
際
、

静
軒
に
も
同
行
を
誘
う
使
者
が
到
来
し
、
静
軒
は
鯨
川
と
対
面
し
た
。
話
の
つ

い
で
に
鯨
川
か
ら
は
「
龍
驤
丸
の
船
銘
は
そ
な
た
が
揮
毫
し
た
も
の
が
採
用
と

な
り
、
す
で
に
異
国
へ
送
ら
れ
た
」
云
々
と
告
げ
ら
れ
た
。

静
軒
は
こ
れ
に
対
し
、「
福
田
俊
蔵
（
筆
者
注
：
詳
細
不
明
）
の
書
が
採
用
さ

れ
た
と
伝
え
聞
く
が
、
ど
う
な
の
か
」
と
鯨
川
へ
尋
ね
て
い
る
。【
詞
書
下
段
】

で
見
た
通
り
、
す
で
に
静
軒
書
が
採
用
さ
れ
た
旨
を
静
軒
は
知
っ
て
い
た
は
ず

だ
が
、
当
時
の
噂
と
し
て
こ
の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

鯨
川
は
「
上
様
か
ら
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
書
家
は
そ
な
た
一
人
だ
っ
た
が
、
諸

役
間
か
ら
は
思
い
思
い
に「
こ
の
人
に
も
書
か
せ
て
見
せ
る
べ
し
」な
ど
と
て
、

都
合
十
四
～
五
人
に
も
揮
毫
さ
せ
た
」と
答
え
て
い
る
。さ
ら
に
、鯨
川
は「
誰
々

の
書
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
覚
え
て
い
な
い
が
、四
枚
を
同
席（
＝
家
老
衆
ヵ
）集

会
で
選
ぶ
べ
し
と
持
ち
出
し
た
。そ
の
中
に
静
軒
が
認
め
た
も
の
が
一
枚
あ
り
、

こ
れ
（
静
軒
）
に
は
私
（
＝
鯨
川
）
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
筆
を
学
ん
で
お
り
、（
依

怙
贔
屓
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
）
選
出
は
遠
慮
し
ま
す
云
々
」
と
述
べ
た

の
で
あ
っ
た
。
入
札
で
あ
れ
ば
遠
慮
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
、
と
の
運
び
に

な
っ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
静
軒
の
書
が
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。【
詞
書
下

段
】
は
溝
口
孤
雲
か
ら
右
田
喜
十
郎
へ
の
伝
聞
情
報
で
あ
っ
た
が
、【
上
段
】
は

静
軒
が
家
老（
鯨
川
）か
ら
直
接
聞
い
た
情
報
で
あ
る
。静
軒
の
書
が
選
出
さ
れ

る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
を
補
完
し
て
い
る
。

冬
（
明
治
二
年
末
～
翌
三
年
頭
）
に
軍
艦
が
竣
工
し
、
長
崎
へ
と
廻
航
さ
れ

た
。「
当
春
」（
明
治
三
年
三
月
）、
熊
本
・
長
洲
沖
へ
軍
艦
が
や
っ
て
き
た
と
こ

ろ
を
、
見
に
行
っ
た
者
が
二
、
三
人
い
た
。
彼
ら
の
話
に
よ
る
と
、「
龍
驤
丸
」

の
「
丸
」
一
字
は
省
略
さ
れ
、「
龍
驤
」
の
二
字
も
唐
文
字
の
「
欽
」
に
似
た
よ

う
な
も
の
に
見
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、「
文
字
の
形
の

よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
散
々
な
出
来
栄
え
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
静

軒
の
想
像
す
る
と
こ
ろ
で
は
、横
文
字
の
彫
刻
し
か
経
験
し
た
こ
と
の
な
い「
異

人
」（
イ
ギ
リ
ス
の
船
大
工
た
ち
）
が
、
静
軒
書
「
龍
驤
丸
」
の
三
文
字
を
彫
り
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損
ね
た
の
で
あ
っ
た
。
龍
驤
の
引
き
渡
し
時
、
こ
の
他
に
も
当
該
期
に
お
け
る

外
国
発
注
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
静
軒
の
想
像
は
恐

ら
く
真
実
に
近
い
も
の
だ
ろ
う
。

静
軒
は「
後
悔
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。後
世
の
人
が（
龍
驤
艦
に
付
け

ら
れ
た
船
銘
を
見
て
）「
あ
れ
が
静
軒
の
書
だ
」
と
言
い
ふ
ら
す
の
は
、
遺
憾
で

あ
る
」と
、そ
の
苦
々
し
い
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。「
予
が
字
様
」、つ
ま
り
本

当
の
静
軒
の
書
跡
、筆
の
運
び
を
世
人
に
知
ら
し
め
る
た
め
、書「
龍
驤
丸
」揮

毫
に
至
っ
た
内
情
を
【
詞
書
上
段
】
と
し
て
記
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、本
文（
楷
書
・
草
書
二
流
の
書
跡「
龍
驤
丸
」）及
び【
詞

書
上
段
】
が
「
明
治
庚
午
十
月
廿
一
日
」、
当
時
七
十
一
歳
の
静
軒
に
よ
っ
て
記

さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、先
に
見
た【
詞
書
下
段
】は
、も
と
も
と
慶
応
三
年
時
点
に
お
い
て

何
ら
か
別
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
静
軒
が

当
該
書
跡
「
龍
驤
丸
」
及
び
【
詞
書
上
段
】
を
作
成
し
た
際
（
明
治
三
年
十
月
）

に
、
揮
毫
に
至
る
経
緯
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、【
詞
書
下
段
】
を
再
録
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

おお
わわ
りり
にに

以
上
、本
稿
で
は
城
野
静
軒
書「
龍
驤
丸
」詞
書
翻
刻
を
中
心
に
、そ
の
内
容

に
注
目
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、静
軒
に
よ
る
当
該
資
料
制
作
の
動
機
・
経
緯
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

幕
末
維
新
期
の
肥
後
藩
が
大
金
を
叩
い
て
発
注
・
新
造
す
る
こ
と
と
な
っ
た

軍
艦「
龍
驤
」
の
船
銘
は
、家
老
た
ち
の
入
札
な
ど
も
経
て
、城
野
静
軒
の
書
が

選
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
選
ば
れ
た
当
初
は
誇
ら
し
く
子
孫
た
ち
に
「
こ
の

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
記
し
た
静
軒
だ
っ
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
船

銘
は
静
軒
の
筆
法
に
似
て
も
似
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
な
い
静
軒
は
改
め
て
楷
書
・
草
書
の
二
流
で「
龍

驤
丸
」
を
大
書
し
、【
詞
書
上
段
】
を
記
し
た
。
さ
ら
に
は
慶
応
三
年
に
記
し
て

い
た
【
詞
書
下
段
】
も
再
録
し
、
世
人
に
静
軒
の
「
字
様
」、
文
字
の
書
き
ぶ
り

を
伝
え
る
た
め
、
制
作
さ
れ
た
の
が
当
該
資
料
で
あ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
龍
驤
の
船
銘
は
現
存
せ
ず
、
艦
首
・
艦
尾
の
装
飾
が
部
分
的
に

残
る
の
み
で
あ
る
。肥
後
藩
は
本
来
の
発
注
者
で
は
あ
る
も
の
の
、引
き
渡
し

後
す
ぐ
に
明
治
新
政
府
へ
と
献
上
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
肥
後
藩
と
龍
驤
艦

と
の
間
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
数
少
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
静
軒
が
当

該
資
料
に
記
し
た
詞
書
は
、
龍
驤
艦
の
竣
工
・
引
き
渡
し
に
ま
つ
わ
る
興
味
深

い
一
挿
話
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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１

館
内
に
残
る
記
録
が
乏
し
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
い
つ
ご
ろ
か
ら
当
該
作
品

が
天
守
閣
に
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

２

以
下
、
本
稿
中
の
「
天
守
閣
」
は
熊
本
城
天
守
閣
を
指
す
。

３

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
一
月
二
十
日
の
版
籍
奉
還
に
よ
り
、「
熊
本
藩
」

が
正
式
名
称
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
「
肥
後
藩
」
で
表
記
を
統
一
す

る
。

４

武
藤
厳
男
『
肥
後
先
哲
遺
蹟
後
編
』（
肥
後
先
哲
遺
蹟
後
編
刊
行
会
、
一
九

二
八
年
。
以
下
、『
先
哲
遺
蹟
』）。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
旧
字
を
当
用
字
体
へ

と
改
め
た
。

５

木
下
真
弘
は
静
軒
と
生
涯
に
渡
っ
て
親
交
を
結
ん
だ
木
下
韡
村
の
弟
で
あ

り
、
静
軒
の
娘
婿
に
あ
た
る
。

６

静
軒
は
郷
人
と
と
も
に
組
合
を
立
て
て
、「
節
倉
」
と
い
う
制
度
を
設
置
。

組
合
員
で
倹
約
に
励
ん
で
貯
蓄
を
行
い
、
組
合
員
の
災
難
時
や
、
飢
饉
の
際
に

生
じ
た
窮
民
援
助
に
用
立
て
た
と
さ
れ
る
（『
菊
池
市
史
下
巻
』、
一
九
八
六

年
、
二
九
一
頁
）

７

小
橋
元
秀
撰
文
（
前
掲
『
先
哲
遺
蹟
』
所
収
）
に
よ
る
と
、
太
田
流
砲
術
、

雲
弘
流
剣
術
、
汲
心
流
体
術
、
関
口
流
居
合
、
竹
林
流
射
術
、
宝
蔵
院
流
槍
術

を
学
び
、
そ
の
何
れ
も
皆
伝
を
得
た
と
さ
れ
る
。

８

前
掲
『
菊
池
市
史
下
巻
』
で
は
静
軒
著
書
と
し
て
「
草
露
貫
珠
拾
遺
十
八

冊
」「
草
露
貫
珠
変
体
二
十
一
冊
」（
草
書
の
研
究
書
）、「
松
囃
子
由
来
記
」
写

な
ど
の
書
目
が
あ
げ
ら
れ
、「
論
語
」
十
巻
模
写
が
越
前
藩
主
・
松
平
春
嶽
に

賞
美
さ
れ
た
挿
話
を
引
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
静
軒
は
多
筆
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
本
文
と
重
複
す
る
が
著
作
は
こ
の
他
に
も
多
く
存
在
す
る
と
み
ら
れ
る
。

９

当
館
へ
の
受
け
入
れ
後
、
部
分
的
に
は
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
全
貌
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
。
静
軒
研
究
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
群
で

あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
早
期
の
資
料
整
理
を
期
し
た
い
。

『
新
熊
本
市
史
通
史
編
第
五
巻
近
代
Ⅰ
』（
熊
本
市
、
二
〇
〇
一

年
）「

蒸
気
船
御
買
入
一
件
」（
公
益
財
団
法
人
永
青
文
庫
蔵
、
熊
本
大
学
付

属
図
書
館
寄
託
）

「
明
治
三
年
公
文
類
纂
巻
之
十
」
防
衛
研
究
所
図
書
館
蔵
〔『
新
熊
本
市
史

史
料
編
第
六
巻
近
代
Ⅰ
』（
熊
本
市
、
一
九
九
七
年
）
所
収
〕

竹
内
才
記
は
川
尻
船
大
工
の
竹
内
家
の
出
身
。
竹
内
家
に
つ
い
て
は
熊
本
博

物
館
資
料
整
理
目
録
『
竹
内
家
文
書
』（
熊
本
博
物
館
、
二
〇
一
六
年
）
参

照
。陸

上
自
衛
隊
第
八
混
成
団
本
部
編
『
新
編
西
南
戦
史
』（
一
九
六
三
年
）、
一

一
五
頁
。

肥
後
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
の
発
注
は
、
こ
れ
よ
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
。
慶
応

二
年
十
二
月
十
八
日
付
で
、
グ
ラ
バ
ー
が
軍
艦
の
仕
様
等
に
つ
い
て
溝
口
孤
雲

へ
知
ら
せ
て
い
る
。（『
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料
巻
七
』（
侯
爵
細
川
家
編
纂

所
、
一
九
三
二
年
）
二
〇
九
頁
。

城
野
静
軒
の
弟
。
本
草
学
を
好
み
、
天
保
年
間
に
は
藩
命
で
植
物
を
興
し
て

年
々
米
一
〇
苞
を
給
せ
ら
れ
た
（
角
田
政
治
『
肥
後
人
名
辞
書
』、
一
九
七
三

年
）。
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有
吉
将
監
立
愛
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
十
月
に
本
姓
佐
々
木
へ
復
し
、

明
治
三
年
七
月
に
有
吉
と
改
（
松
本
雅
明
監
修
『
肥
後
読
史
総
覧
上
巻
』
鶴

屋
百
貨
店
、
一
九
八
三
年
）。【
詞
書
上
段
】
が
記
さ
れ
た
と
き
、
す
で
に
有
吉

姓
に
戻
っ
て
い
た
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
肥
後
藩
は
下
総
・
常

陸
両
国
鎮
撫
が
命
じ
ら
れ
、
派
兵
を
行
っ
て
い
る
（『
改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料

巻
九
』、
一
九
三
二
年
。
二
九
〇
・
三
三
四
頁
）。
鯨
川
の
「
游
洛
」
は
こ
の
派

兵
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
詳
細
不
明
。

受
注
し
た
英
国
側
で
は
Ｊ
・
Ｍ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し

て
、
九
曜
紋
を
模
し
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
特
別
に
縫
製
し
、
龍
驤
艦
船
室
内
に
用

意
し
た
。
し
か
し
、
受
取
を
担
当
し
た
溝
口
孤
雲
は
藩
主
家
紋
を
踏
む
こ
と
を

畏
れ
、「
敷
物
を
上
げ
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
こ
れ
を
拒
否
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ

コ
の
自
伝
の
な
か
で
、「
東
洋
と
西
洋
の
見
解
の
相
違
」
の
一
例
と
し
て
記
し

て
い
る
。〔
中
川
努
・
山
口
修
訳
『
ア
メ
リ
カ
彦
蔵
自
伝
２
』（
平
凡
社
、
一
九

六
四
年
）

「
龍
驤
艦
艦
首
・
艦
尾
装
飾
」（
一
般
財
団
法
人
熊
本
城
顕
彰
会
蔵
、
熊

本
博
物
館
寄
託
）。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
熊
本
城
顕
彰
会
寄
託
資
料
と
し
て
、

「
龍
驤
艦
彩
色
画
」、「
龍
驤
艦
写
真
（
紙
焼
額
装
）」
が
あ
り
、
個
人
寄
託
で

「
龍
驤
艦
乗
組
士
官
制
服
」
が
あ
る
。
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